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注
意

問
答
欄

原
稿
ば
総
て
二
十
字
づ
め
の
原
稿
用
紙

に
願
ひ
ま
す
（
編
輯
部
）

質
問
の
榔

　
（
一
九
）
　
反
射
鏡
た
製
作
す
る
に
要
す
ろ
各
種
の

金
剛
砂
類
の
販
萱
所
准
伺
ひ
ま
す
Q
（
助
川
武
夫
〉

　
（
二
〇
）
．
星
の
光
り
が
チ
テ
ー
す
る
の
は
塘
球

に
空
氣
が
あ
ろ
爲
ミ
聞
き
ま
し
れ
が
本
陽
光
為
反
射

し
．
て
る
ま
す
金
星
や
木
星
等
の
檬
な
遊
星
が
同
じ
く

地
球
に
空
回
が
あ
り
な
が
ら
チ
ラ
つ
か
な
い
の
は
何

散
で
あ
り
ま
す
か
？

叉
是
等
の
遊
星
で
も
地
亭
線
に
近
づ
い
療
場
合
に
ち

ら
つ
き
ま
す
の
ば
何
故
で
あ
り
ま
ぜ
う
か
。
（
c
Y
）

　
（
一
二
）
　
榊
田
践
「
彗
星
］
た
面
白
く
讃
ん
だ
。
「
巷

末
の
位
置
推
算
ぱ
、
自
分
に
も
出
來
さ
う
だ
が
中
學

程
度
の
数
學
で
匡
一
寸
困
難
だ
。
何
か
曲
の
方
面
の

数
重
書
が
あ
れ
ば
、
題
す
い
英
文
で
も
よ
い
、
御
知

ら
ぜ
に
預
り
表
い
。
（
昌
霊
＆

　
（
二
二
）
　
国
昌
σ
q
房
げ
竃
δ
一
目
。
誌
た
詳
細
御
紹
介

下
さ
れ
度
し
O
（
昌
目
磐
）

解
答
の
蔀

　
（
一
〇
）
　
恒
星
の
見
掛
の
位
置
匡
光
行
差
の
外
に

歳
差
及
章
動
（
何
れ
も
地
軸
の
方
向
の
移
動
に
因
る
）

重
に
星
の
固
有
運
動
に
よ
り
攣
化
し
ま
す
か
ら
暦
表

た
作
る
に
■
に
紬
等
た
す
べ
て
計
算
に
入
れ
ま
す
O
叉

最
も
近
い
数
個
の
星
に
就
て
に
年
週
覗
差
に
因
ろ
愛

位
た
も
算
入
し
て
あ
る
筈
で
す
し
二
重
星
ば
遊
覧
道

上
の
蓮
行
々
も
入
れ
て
あ
り
ま
で
。

光
行
差
の
恒
数
（
二
〇
秒
四
七
）
虐
ば
地
球
の
亜
型
遽

度
（
地
球
が
太
陽
か
ら
｝
天
懸
軍
位
だ
け
離
れ
て
み

る
時
に
於
け
ろ
公
武
蓮
度
）
露
光
の
蓮
度
亡
の
比
を

正
切
定
す
る
角
度
で
す
。
（
弛
亮
吉
）

　
（
一
一
）
　
月
の
蓮
行
の
法
則
に
今
の
庭
で
ば
ま
だ

精
密
に
に
分
っ
て
る
ま
ぜ
ん
Q
暦
表
の
掩
蔽
時
刻
匡

過
去
の
観
測
か
ら
幽
い
宍
確
さ
う
な
法
則
た
假
旧
し

て
算
出
し
糞
も
の
で
す
。
流
亡
卓
上
時
刻
ミ
の
差
異

に
將
來
右
の
蓮
行
法
則
を
訂
正
す
る
爲
に
貴
重
な
る

材
料
亡
な
る
も
の
で
す
。
（
池
亮
吉
）

　
（
＝
二
）
　
水
星
の
軌
道
ば
地
球
の
ぜ
遠
ひ
著
し
く

構
圓
形
に
な
っ
て
ゐ
ま
ず
（
偏
心
傘
水
星
○
。
二
〇
六

地
球
0
．
．
U
一
七
）
其
蓮
日
鮎
匡
太
陽
か
ら
見
て
黄
経

約
二
五
五
度
で
ず
。
此
位
置
に
水
星
が
居
て
同
畔
に

地
球
が
水
星
か
ら
見
て
太
陽
か
ら
九
〇
度
距
っ
て
み

る
時
に
地
球
か
ら
見
て
水
星
の
離
隔
が
最
大
（
約
二

入
度
）
に
な
り
ま
す
。
二
丁
の
地
球
の
位
置
ば
約
一

九
〇
度
及
三
二
〇
度
で
夫
れ
夫
れ
三
月
末
肉
入
月
中

句
に
通
過
ず
・
べ
き
黙
で
す
（
天
界
に
毎
號
畠
て
る
ろ

様
な
太
陽
系
の
亭
面
圖
で
水
星
の
逡
E
黙
に
於
て
其

軌
遣
に
切
線
た
引
き
之
♂
地
球
の
軌
道
ビ
の
交
鮎
な

求
め
て
御
覧
な
さ
い
）
故
に
仰
の
通
り
三
四
月
頃
の

西
方
離
隔
八
月
頃
の
東
方
離
隔
ば
一
年
中
最
大
で

す
。
併
し
曲
乗
合
に
ば
，
何
れ
も
水
星
が
太
陽
よ
リ
南

に
あ
る
買
主
合
間
か
ら
は
離
隔
の
大
な
る
割
合
に
槻

墓
に
不
便
で
す
（
口
出
常
時
の
水
星
の
高
度
が
低
い

か
ら
）
　
　
離
隔
ば
国
ぴ
漏
9
δ
β
の
謳
だ
定
思
ひ
ま

す
が
此
項
に
に
本
暦
の
用
例
に
徹
ひ
Ω
話
弩
険
目
o
l

三
四

ご
・
、
巴
。
β
の
意
妹
に
優
用
し
ま
t
六
。
（
池
亮
吉
）

　
（
一
四
）
　
接
眼
鏡
ば
か
り
の
倍
寧
ε
い
へ
ば
明
親

の
距
離
（
二
五
糎
）
為
接
眼
鏡
の
野
臥
距
離
で
割
つ
れ

敷
で
す
が
其
接
眼
鏡
を
用
ゐ
熱
時
の
望
逡
鏡
の
倍
率

言
い
ふ
意
味
な
ら
ば
三
物
鏡
の
焦
距
ビ
其
接
眼
鏡
の

焦
距
亡
の
比
で
ず
。
（
池
亮
吉
）

　
（
一
四
）
接
眼
鏡
の
強
さ
に
倍
旧
で
云
に
す
普

通
、
そ
の
焦
瓢
距
離
で
云
ひ
ま
す
。
そ
の
焦
瓢
距
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悔
×
強

行
得
る
に
匡
、
ぎ
O
亀
甲
旨
σ
q
爵
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
＋
瀞
一
駄

目
に
依
り
ま
す
。
悔
魍
謡
匡
前
玉
、
後
玉
の
焦
鮎
距

離
駄
は
爾
レ
ン
ズ
間
の
距
離
で
す
。
ハ
イ
ゲ
ン
式

　
　
　
　
　
悔
＋
瀞

で
す
虐
へ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
な
り
ま
す
か
ら
焦
目
距

　
　
　
　
　
　
　
鵠

讐
』
輩
踏
春
・
す
。
墓
が
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
　
　
H
　
　
H

莫
響
、
・
ン
ズ
の
公
式
司
＋
司
n
判
た

用
ひ
、
昏
1
1
b
D
α
O
日
■
目
・
（
此
の
場
合
∂
に
負
號
）
！
ば

今
求
め
六
接
眼
鏡
の
焦
鮎
距
離
に
等
し
ビ
置
き
α
の

　
　
　
　
　
　
昏

債
々
求
め
て
、
一
三
計
算
す
れ
・
ば
、
こ
れ
が
こ
の

接
眼
鏡
の
倍
寧
に
な
り
ま
す
。
然
し
貴
君
が
云
に
れ

ろ
「
接
眼
鏡
の
倍
傘
」
オ
に
望
蓮
鏡
の
倍
率
の
事
で
に

あ
り
ま
冠
ん
か
、
若
し
さ
う
で
す
き
、
瞬
醐
臨
㊦
頭

　
　
攣
曹
聾
㊦
癖
課
謡
器

餅
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
表
ぱ
さ
れ
ま
す
。
即
ち

　
　
黙
彊
聾
㊦
熱
姻
富
口
翼
㎜

焦
黙
距
離
三
尺
の
レ
ン
ズ
に
、
牛
寸
の
接
眼
鏡
た
付
け
「

ろ
ミ
、
そ
の
倍
傘
ば
六
十
倍
で
す
。
（
昌
日
磐
）
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正

事

項

　
　
　
同
好
會
報

○
大
阪
の
総
會
　
　
來
ろ
＋
月
二
＋
四
、
二
＋

五
日
爾
日
の
縫
會
に
多
数
出
席
奄
望
む
Q

O
岡
山
支
都
八
月
の
大
活
動

一
、
巡
回
天
鶴
槻
測
會
。
美
帯
支
部
内
苫
田
郡
で

432　1
N　N　I　）

十入七六

目日日日

成
名
四
學
校

精
泉
華
學
校

高
倉
小
學
校

田
邑
小
帯
野

臥
何
れ
も
旧
地
講
演
な
し
上
上
に
、
察
婆
心
の
質
問

に
答
へ
大
Q

二
、
講
話
會

　
－
、
山
ハ
ロ
H
午
後
二
時
か
・
b
卜
占
小
一
校
同
盗
心
合
口

　
　
　
で

　
　
　
　
星
の
光
り
　
　
　
　
　
水
野
　
千
里
氏

　
2
、
九
日
午
後
入
時
か
ら
津
山
女
子
小
學
校
で

　
　
　
　
星
の
光
度
　
　
　
　
同
　
　
　
氏

　
3
、
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
邑
久
郡
幸
島
小
學
校

H
H
四

目
b
っ
血

¢
悼
ロ

bp

ﾓ
鮎
¢
7

団
G
D
　
　
q
ゆ

Q。

@
　
回
持

目
O
並

H
回
ご

b⊃

n
皿

b⊇

ｬ
島
㊤
ゴ

図
ゆ
　
　
G
Q

悼
O
　
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

三
、
天
界
硯
究
會
。
八
日
午
後
七
畦
か
ら
宮
原
幹
事

　
宅
で
催
し
れ
Q

四
、
天
盤
魏
測
會
　
十
入
、
十
九
、
二
十
日
邑
久
郡

　
幸
島
杜
彫
総
画
剛
氏
宅
（
岡
崎
氏
指
導
）
二
十
七
日

掛
淺
口
郡
金
光
中
學
校
長
宅
（
水
野
幹
事
指
導
）

五
、
家
庭
宣
傳
〇
七
日
安
藤
虎
次
郎
氏
宅
、
九
日
牧

　
佳
治
舟
生
、
十
日
目
口
寄
丈
治
氏
宅
、
前
貴
賑
院

　
議
口
際
土
居
通
博
氏
邸
、
十
六
ロ
H
岡
崎
目
黒
「
氏
ウ
七
、

　
二
十
六
口
野
山
市
長
宅
、
長
田
縣
農
務
課
長
宅
、

　
二
十
八
日
川
上
卓
二
氏
宅
、
大
塚
日
豊
銀
行
悶
山

　
支
店
長
宅
。

六
、
同
好
告
訴
丈
豪
。
躁
て
計
護
さ
れ
て
居
糞
、
同

　
好
會
天
文
豪
に
据
付
け
る
望
遠
鏡
（
口
径
三
十
二

　
糎
）
が
、
英
國
に
註
文
さ
れ
六
こ
ミ
ば
會
員
の
爲

　
あ
の
み
で
は
な
い
、
斯
學
の
爲
め
大
に
慶
賀
す
べ

　
き
で
あ
る
。
我
が
岡
山
ば
天
文
蜜
建
設
地
の
候
補

で　
昨
今
宥
に
見
え
る
恒
星
ビ
遊
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

四
八

　
地
に
塞
げ
ら
れ
象
の
で
、
水
野
支
部
幹
事
匡
岡
山

　
の
氣
象
駿
況
取
調
べ
に
二
手
し
、
十
三
口
岡
山
測

　
候
所
を
訪
ひ
、
十
四
日
ば
茶
臼
山
、
十
五
日
ぱ
奥

市
公
園
，
十
六
日
置
宮
原
．
幹
事
同
痘
石
山
に
そ
の

　
建
設
馳
の
實
地
調
査
な
進
め
、
十
七
日
ぱ
京
都
に

　
山
本
薄
士
秘
訪
ひ
、
十
入
日
ば
京
都
天
丈
宴
で
、

　
同
博
士
ぐ
」
天
文
墓
畔
計
書
に
つ
い
て
打
合
ぜ
奄
な

し
、
＋
九
臼
に
ば
支
部
嗣
幹
事
同
遣
し
て
、
關
西

　
中
學
校
内
の
候
補
地
の
實
地
調
査
た
行
ひ
、
二
十

　
四
日
に
ば
水
野
幹
事
の
み
、
三
動
憩
祉
附
近
及
び
、

　
京
山
に
登
結
實
地
走
査
秘
行
ひ
、
二
十
八
日
ば
倉

　
敷
町
二
會
覧
原
澄
治
氏
々
訪
び
、
天
文
毫
建
設
寄

　
附
翁
の
件
二
つ
い
て
、
諸
種
の
打
含
ぜ
を
し
れ
。

七
、
西
岡
芳
涯
氏
　
大
連
市
存
在
の
執
川
心
な
る
會
員

　
芳
涯
西
陶
永
太
鄭
氏
ば
去
月
廿
七
旨
當
支
部
々
訪

問
ぜ
ら
れ
、
終
旦
大
文
談
・
－
博
露
な
喫
か
ぜ
ら
れ
六

　
同
氏
昔
L
月
球
圖
」
ば
邦
文
唯
一
の
月
の
圖
で
、
同

　
好
會
員
必
備
の
も
の
で
あ
る
。

O
岡
山
支
質
九
月
懸
修

一
、
天
界
硯
究
會
十
二
口
宮
原
幹
事
宅
で
開
催
。

二
、
講
話
會
二
＋
五
日
午
後
七
時
か
ら
、
岡
山
縣

　
女
子
師
範
學
校
で
、
水
野
幹
事
ぱ
星
に
就
い
て
の

　
獄
下
に
、
天
潜
指
し
な
が
ら
講
話
た
し
て
、
若
干

　
の
天
底
を
観
望
し
れ
。

三
、
例
會
　
二
十
七
日
午
後
七
時
か
ら
、
日
本
銀
行

　
岡
山
支
店
バ
ル
コ
ニ
ー
デ
例
會
を
盤
亡
、
左
の
講

　
演
の
前
後
一
ト
、
若
干
の
天
燈
私
観
測
し
た
0

　
1
、
r
の
天
な
仰
い
で
　
支
都
幹
事
水
野
千
里
氏

　
2
、
同
好
會
天
文
墓
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
氏

　
3
、
攣
光
星
の
愛
光
原
因
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
奥
田
毅
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
二
日
・
、
．
勲
小
學
校
、
．
四
日
坂
本

四
、
天
纏
観
測
會

　
氏
宅
、
二
十
二
日
金
川
中
學
校
、
二
十
入
日
關
西

　
早
番
校
。


